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1．はじめに
1）背景
平成 24 年 4 月から訪問介護サービスの生活
援助が 20 分以上 45 分未満、45 分以上へ区分
変更が行われた。要支援者にとって在宅生活を
継続するために生活援助 3（1 時間以上）が欠
かせない一方、収益があがらない事業所におい
ては死活問題となっている 1）。更に平成 24 年
4 月年度からスタートした「定期巡回・随時対
応型訪問介護看護」においては、訪問介護を担
う介護人材不足は他事業同様に深刻２）であり、
実質的な運営が厳しいようである。
一方で平成 14 年より精神障害者ホームヘル
プサービスも開始され、訪問介護事業所が担当
する利用者や世帯は以前に増して多様化してお
り、求められるニーズもさまざまであり、ホー
ムヘルパーの抱えるケースは困難を増している
ことが推測できる 3）。
2）調査目的
求められるケアと人材不足の狭間に置かれて
いる訪問介護事業所の実態を明らかにする目的
で行われた調査結果の分析について報告を行
う。
3）用語の定義
・「ひきこもり」様々な要因によって、社会的
な参加の場面が狭まり、就労や就学等、自宅
以外での生活の場が長期にわたって失われて
いる状態と定義する。
・「貧困」相対的貧困・絶対的貧困など考えら
れるが、下記のいずれの項目が満たされてい
ない状態と定義する。
①食料確保に不安がない状態
②プライバシーと一定の衛生レベルが確保でき
る住居があること。また、住居と生活様式に
ついて、一定の選択ができている状態
③家族形態、職業選択などに関する希望を、経
済的理由であきらめる必要がない状態
・「虐待」現行法でよく用いられる虐待を参考
に以下のように定義する。
①身体的虐待 （身体に外傷が生じ、又は生じる
おそれのある暴行を加えること） 
②性的虐待 （わいせつな行為をすること。又は、
わいせつな行為をさせること）
③精神的虐待 （著しい暴言、又は著しく拒絶的
な対応、その他の著しい心理的外傷を与える
言動を行うこと）
④ネグレクト・放置 （衰弱させるような著しい
減食、又は長時間の放置、その他必要な介助
などを著しく怠ること）
⑤経済的搾取 （財産を不当に処分すること、そ
の他不当に財産上の利益を得ること）
・「孤立死」１人暮らしの高齢者が、社会から
も地域からも孤立した状態で死亡した場合、
又は劣悪な環境で死亡した場合、あるいは家
族から見放された状態で死亡した場合と定義
する。
2．先行研究
1）定期巡回・随時対応型訪問介護看護の現状
まず、訪問介護事業所の現状を考える上で平
成 24 年にスタートした新サービスについて述
べる。
「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」は、
介護が必要に なっても、住み慣れた家庭でで
きる限り生活ができるよう創設された 24 時間
対応の介護保険サービスで、 高齢者のみの世帯
やひとり暮らしの高齢者の方の安心感が増す
サービスであり、地域包括ケアシステムの要と
―　106　― ―　107　―
野田由佳里：ホームヘルパーの抱える複合問題
なると言われているが、青木は（2013）は「30
名以上の登録がないと採算が取れない」4）と言
及し、原（2013）も「赤字にならない工夫」5）
が必要と述べている。また看取りケアの実践で
「最期を自宅で迎えたいというニーズに応えら
れるメリット」5）があるものの「介護職のケア
の意識が低くなる」4）というデメリットも報告
されている。
2）高齢者の虐待問題
在宅での介護は密室で営まれることから問題
が潜在化する傾向がある。「高齢者虐待の防止、
高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」
（以下、高齢者虐待防止法）の中では、発見し
た人の通報義務が明記され、介護関係者による
虐待防止機能が期待されている 6）。また副田ら
（2010）は、介護者は早期発見するための「観
察技術が必要」7）と報告している。
3）訪問介護従事者の研修制度の変更
平成 23 年 1 月発表された介護人材の養成体
系の見直しの中で「確かな知識・技術と高い倫
理観」の習得が目標とされ、介護職員の研修制
度が介護職員初任者研修に一元化され、「介護
人材の質と量の確保ができるシステム」8）が考
案され、平成 25 年からスタートしている。し
かし、前述したように訪問介護事業所におけ
る介護人材も不足感が強い現状がある 2）。宮本
（2012）は訪問介護員にも「専門性の確立が重要」
と報告し、研修制度変更の意義を「質と量の確
保」の両面が必要と指摘している 8）。
3．研究方法
1）調査対象　Ａ県訪問介護事業所全数
2）調査方法　質問紙調査　郵送法
3）調査期間　2013 年 1 月７日～ 1 月末日
4）倫理的配慮　既に匿名化された質問紙調査
票集計結果のデータ分析の依頼を受けた
為、日本社会福祉学会倫理指針に基づいて、
分析過程においても個人や事業所が特定さ
れないよう配慮した。
5）調査項目
　 巻末資料として提示を行う。
4．結果
1）単純集計結果
　209 の回答があった。
（1）事業所所在地　県庁所在地Ｓ市が 21.1% で
最も高く、政令都市Ｈ市が 17.5%、Ｎ市が
8.1%。
（2）事業所所在地域は、都市部が 32.7％、中山
間地 16.1%。
（3）担当世帯数　事業所が担当する世帯数は平
均 51.0 世帯
（4）ひきこもり世帯
①ひきこもり世帯の有無　「有」が 29.6％、
「無」が 66.8％。「有」と回答した事業所が
把握している世帯数は、平均 1.9 世帯。
②ひきこもりの属性　事業所が把握している
ひきこもり者の性別は、「男性」が 55.6％、
「女性」が 38.0％。年齢は「40 ～ 60 才未満」
が 42.6％で最も高く、世代が低下するほど
割合は低下。対象者は「本人」が 49.1％、「家
族」が 45.4％でほぼ半々。
（5）貧困世帯
①貧困世帯の有無　「有」が 17.9％、「無」が
76.2％。「有」と回答した事業所が把握し
ている世帯数は、平均 1.8 世帯。
②貧困世帯の属性　事業所が把握している貧
困世帯は、「単身世帯」と「高齢者のみ世帯」
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が最も高く 29.7％。詳細が図１である。年
代の平均は73.7歳、世帯の人数の平均は「高
齢者のみ」が 1.4 人、「障害者」が 1.6 人、「母
子世帯」が 2.4 人、「複数世帯」が 2.3 人。
（6）虐待について
①虐待世帯の有無　「有」が 22.9％、「無」が
73.1％。「有」と回答した事業所が把握し
ている世帯数は、平均 1.8 世帯
②虐待世帯の属性　事業所が把握している
虐待は、「ネグレクト（怠慢・放置）」が
38.8％で最も高く、次いで「心理的虐待（言
葉による脅し等）」が 37.5％。詳細が図２
である。
（7）孤立死について
①孤立死した世帯の有無　「有」が 15.2％、
「無」が 82.5％。「有」と回答した事業所が
把握している世帯数は、平均 1.4 世帯
② 孤 立 死 さ れ た 方　 性 別 は、「 男 性 」 が
63.8％、「女性」が 34.0％。孤立死した方
の年齢は平均 75.0 歳。発見者は「ホーム
ヘルパー」が 74.5％で最も高く、次いで「知
人隣人」「ケアマネジャー」が 10.6％。詳
細が図３である。
図 1　貧困の属性　【世帯の形態】
図 2　虐待の属性　【虐待の形態】
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2）自由記述結果
ひきこもり問題・虐待問題・制度の狭間の課
題、生活課題、福祉課題に関する自由記述に書
かれた全ての内容を質的記述的に分析し分類し
たものは巻末の表 1 から表 5 の通りである。
（1）ひきこもり問題に関するまとめ
ひきこもり問題に関しては、「ひきこもりに
多く見られる原因」や「ひきこもりに繫がる複
合原因」に代表される【ひきこもっている人の
特徴】、「家庭内暴力」や「虐待」に象徴される
【ひきこもりがもたらす問題】を指摘するホー
ムヘルパーが多い中、「受け入れの拒否」や「ホー
ムヘルパー支援の限界」など【対応の難しさ】
に苦慮するホームヘルパーの姿がある。
（2）貧困理由に関するまとめ
貧困問題に関しては、年金など【収入】を主
要因と指摘する一方、金銭管理できない・浪費・
借金など【支出】や、生活保護世帯・家族が非
協力・家族がひきこもりなど【家族問題】を大
きな要因と指摘するホームヘルパーが多い。
（3）虐待問題に関するまとめ
虐待問題に関しては、「家族問題」や「家族
の確執」など【虐待が起こる原因】に対して、「虐
待の定義の曖昧さ」や「虐待の判断」など【対
応の難しさ】を感じており、「早期発見・対応」
「介護者への支援」「連携方法」など事業所ごと
のマニュアル作成を進め【対策】は徐々に進め
ていると報告するサービス提供責任者の存在も
伺える。
（4）制度の狭間の課題、生活課題、福祉課題　
　　に関するまとめ
【利用者自身が介護保険制度を正しく理解し
ていない】ために起こる【ホームヘルパー本来
の業務以外の要望の多さ】の中、　　【厳しい条
件の中で働くホームヘルパー】の姿がある。【精
神障害者に対するサポート体制の遅れ】【困難
ケース】など多様な【利用者ニーズ】への対応
に対して【切実な介護人材不足】にあり【ホー
ムヘルパーの社会的地位の低さ】がある中で、
【サービス不足】に疲弊している姿が予測でき
る。新たな制度に関しては【あったらいいと思
うサービスや施策】や【現場の実態に即した介
護保険の見直し】への要望が高い。
5．考察
単純集計の結果から、1 事業所あたりの平均
をまとめたところ
図 3　孤立死された方の発見者
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ひきこもり世帯の把握  17％（1.8 世帯）
貧困世帯  29.7%
虐待世帯  22.9%（1.8 世帯）
孤立死の発見  15.2%（1.4 世帯）
となった。
ひきこもり問題に関しては、「ひきこもりが
もたらす問題」に対して「対応の難しさ」や「対
策の不備」を感じているホームヘルパーが多い
ことが明らかになった。
貧困問題に関しては、「年金」「働き手がいな
い」など収入面に関する側面と共に「金銭管理
できない・浪費・借金」支出管理の側面や、「単
身の障害者」「親の年金を使い込む子」「非協力
的な家族」など世帯構成に関する側面も指摘さ
れた。
虐待問題に関しては、「ネグレクト（怠慢・
放置）」が 38.8％で最も高く、次いで「心理的
虐待（言葉による脅し等）」が 37.5％が報告さ
れており、ひきこもり問題同様に「対応の難し
さ」や「対策の不備」を感じているホームヘル
パーが多いことが明らかになった。
孤立死の問題に関してはホームヘルパーの発
見が 74.5％と際立って高いことが明らかになっ
た。
制度の課題に関しては、「介護保険制度の認
知が曖昧」な中、『利用者』『ケアマネ』『家族』『プ
ラン』の間に揺れ、より厳しい条件の中で奮闘
しているホームヘルパーの様子が垣間見える。
また、「利用者のニーズ」に応えようとして
も「介護人材不足」や「困難ケース」への対応
は「難しく」、疲弊している様子も明らかになっ
た。ホームヘルパーの抱える複合問題はまさに
今回の調査結果に見られるように、一制度にお
ける対応では何ら問題解決できない現状が窺え
た。
これらのことから、在宅介護を支える訪問介
護事業においてはホームヘルパーが指摘してい
るように「現場の実態に即した介護保険の見直
し」が必要であり、「超過分の請求」や「介護
保険の中で対応できる内容」の充実が図られる
ことや、柔軟的な権限委譲が出来る仕組みなど
が作られる必要がある。利用者ニーズに応えら
れることで、より働きがいを感じられ、引いて
は「ホームヘルパーの社会的地位」向上も可能
となり、訪問介護の有効性が改めて周知される
良循環が期待できる。良循環が人材確保の一助
になり得ないかと考える。
6．おわりに
他者を自宅の生活空間に受け入れる訪問介護
は現制度下では、「使いにくい」9）ものとなって
いる面があるが、本来は利用者ニーズに即応で
きる「利用者の生活の中に入り込んだ援助」10）
でもある。包括的ケアシステムを支える「地域
型」の介護実践者である訪問介護事業所に従事
するホームヘルパーの援助について、今後も追
求したいと考える。
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巻末資料１  ＊実際の調査票は A3 表裏 1 枚 
現在の福祉課題・生活課題を抱える世帯の実態把握調査 
 ホームヘルパーの方々が業務上直面されている、ニート・ひきこもり、貧困、虐待、孤立死、自殺、ＤＶ（家庭内暴
力）被害等、既存の制度施策では解決になかなか至らない深刻な福祉課題・生活課題がありましたら、把握されている
世帯を下記により事業所単位でご記入くださいますようお願いいたします。 
１ 事業所が所在する市町名をお答えください。       市・町⇒（ 都市部 ・ 中山間地 ） 
２ 事業所がご担当されている世帯数をお答えください。            世帯 
３ ご担当されている世帯で把握されている課題を課題別にお答えください。（「担当されている世帯」とは利用者だけ
でなく、家族員を含めてご回答ください。） 
１ 「ひきこもり」について 
問１ 担当されている世帯のうち、ひきこもり者がいる世帯がありますか？    有 ・  無     
 ・有に○印をつけた方で把握されている世帯数はいくつですか     世帯  
問２ 問 1 で把握されていると答えた方で、ひきこもり者の属性について、把握されているうち、ケースについて教え
てください。 
問３ ひきこもり問題で感じていらっしゃることをお書きください。 
２ 「貧困」について 
問４ 担当されている世帯のうち、貧困世帯がありますか？           有 ・  無  
・有に○印をつけた方で把握されている世帯数はいくつですか     世帯  
問５ 問４で把握されていると答えた方で、貧困の属性について把握されているうち、ケースについて教えてください。 
問６ 問 5 のケースで貧困の原因と思われる理由が分かればお書きください。 
問７ 貧困問題で感じていらっしゃることをお書きください。 
３ 「虐待」について 
問８ 担当されている世帯のうち、虐待世帯がありますか？           有 ・ 無 
  ・有に○印をつけた方で把握されている世帯数はいくつですか     世帯  
問９ 問 8 で把握されていると答えた方で、虐待状態の属性について、把握されているうち、ケースについて教えてく
ださい。 
問 10 虐待問題で感じていらっしゃることをお書きください。 
４ 「孤立死」について 
問 11 担当されている世帯のうち、孤立死した世帯がありますか？      有 ・  無   
・有に○印をつけた方で把握されている世帯数はいくつですか     世帯  
問 12 問 11 で把握されていると答えた方で、孤立死した方の属性について、把握されているうち、ケースについて教
えてください。 
問 13 問 12 のケースで孤立死の原因と思われる理由が分かればお書きください。 
５ その他 
 日常の業務で感じている、制度の狭間の課題（制度で対応出来ていない問題）・生活課題・福祉課題等をお書きくださ
い。 
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⾲䠍㻌 䜂䛝䛣䜒䜚䛻㛵䛩䜛㉁ၥ㡯┠㻌 ⮬⏤グ㏙䛾ศ㢮㻌
ەࡦࡁࡇࡶࡗ࡚࠸
ࡿேࡢ≉ᚩ

۵ࡦࡁࡇࡶࡾ࡟ከࡃぢࡽࢀࡿཎᅉ
࣭㞀ᐖ  ࣭㧗㱋  ࣭⊂ᒃ
۵ࡦࡁࡇࡶࡾ࡟⧚ࡀࡿ」ྜཎᅉ
ࠑ㞀ᐖ⪅࣭ࠒ ⤒ᖺኚ໬ࢆ௚ே࡟ぢࡽࢀ࡞ࡃ࡞࠸ࠊእ࡟ฟࡿ࡜ࡶࡗ࡜௚ேࡢ┠ࢆẼ࡟ࡍࡿࠊぢࡽࢀࡿ
࡜࠸࠺ᛮ࠸㎸ࡳ  ࣭ฟ࠿ࡅࡿᡭẁࡀ࡞࠸
ࠑ㧗㱋⪅࣭ࠒ 㐠ືᶵ⬟ࡢపୗ
ࠑࡑࡢ௚࣭ࠒ ぶᏊࡀඹ౫Ꮡ࡛⮬ࡽ♫఍࡟ฟࡼ࠺࡜ࡋ࡞࠸  ࣭௬᝿ୡ⏺ࢆᏊ࡝ࡶࡢ㡭ࡼࡾ⤒㦂ࡍࡿ
ࡇ࡜࡛ࡑࡢୡ⏺࡟ධࡾ㎸ࡳࠊእ㒊࡛ࡢே㛫㛵ಀࡢᵓ⠏ࡀ㞴ࡋࡃ࡞ࡿ
࣭ᐙ᪘ࡢ༠ຊࡀ㊊ࡾ࡞࠸ ࣭♫఍ཧຍࢆࡋࡓࡇ࡜ࡀ࡞ࡃࠊ⚟♴ไᗘࡶศ࠿ࡽ࡞࠸ࡲࡲ௚ேࢆ⮬ศ
ࡢᐙࡢ୰࡟ධࢀࡿࡇ࡜ࢆ᜝ࡎ࠿ࡋ࠸࡜ᛮ࠸ࠊᅔࡗ࡚࠸ࡿࡢ࡟ࡶ㛵ࢃࡽࡎ⏕άࡀ⥅⥆ࡋ࡚࠸ࡿ
ەࡦࡁࡇࡶࡾࡀࡶ
ࡓࡽࡍၥ㢟
࣭$'/࣭42/ࠊࡑࡢ௚඲࡚࡟࠾࠸࡚ࡢపୗࠋᝏ໬㏿ᗘࡢ㏿ࡉࠋ  ࣭ே࡜ࡢ᥋Ⅼࡀᑡ࡞ࡃ࡞ࡾࠊ⏕
άຊࡢపୗࡀぢࡽࢀࡿ  ࣭࣮࣒࣍࣊ࣝࣃ࣮௨እ࡟௚⪅࡜ࡢ࠿࠿ࢃࡾࡀ࡞࠸
࣭ᐙ᪘࡟ࡦࡁࡇࡶࡾࡢ᪉ࡀ࠸ࡿ࡜እ㒊ࡢཷࡅධࢀ࡟ࡘ࠸࡚ࡶᅔ㞴࡞ሙྜࡀ࠶ࡾࠊࡑࡢ⤖ᯝࠊࢧ࣮
ࣅࢫ฼⏝ࢆࡓࡵࡽ࠺  ࣭እฟࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡞࠸ࡢ࡛ど㔝ࡀ⊃ࡃ࡞ࡾࠊ㐣ᩄ࡟⚄⤒㉁࡟࡞ࡾࠊ⢭⚄
ⓗ࡟Ᏻᐃࡋ࡞࠸ࡇ࡜ࡀከࠎ࠶ࡿ  ࣭ᐙᗞෆᭀຊࠊ⹢ᚅࠊ㈋ᅔཬࡧࡑࡢ௚Ⰽࠎ࡞ၥ㢟࡟ࡘ࡞ࡀࡿ
ྍ⬟ᛶࡀ࠶ࡿ
ەᑐᛂࡢ㞴ࡋࡉ

۵ᨭ᥼ࢆཷࡅධࢀ࡚ࡶࡽ࠼࡞࠸
࣭ࡇࡇࢁࢆ㛤࠿࡞࠸ே࡬ࡢゼၥࡣ㞴ࡋ࠸  ࣭యㄪ࡟ࡼࡗ࡚࢟ࣕࣥࢭࣝࡍࡿࠋ
࣭ㄆ▱⑕ࡶ㐍ࡳᚰ㓄ࡔࡀࠊᨭ᥼ࢆཷࡅධࢀ࡚ࡶࡽ࠼࡞࠸ࠋ
۵࣮࣒࣍࣊ࣝࣃ࣮ᨭ᥼ࡢ㝈⏺
࣭ᛮ࠸ᝎࢇ࡛࠸ࡿே࡜ࡢ఍ヰ࡟࠾࠸࡚ࠊ࢔ࢻࣂ࢖ࢫ࡛ࡁࡿ❧ሙ࡛ࡶ࡞࠸ࡢ࡛ഴ⫈⛬ᗘ࡟࡞ࡗ࡚࠸
ࡿ  ࣭ࢧ࣮ࣅࢫᥦ౪ഃ࡟ࡈᐙ᪘ࡸᮏேࡢ㐍ࡵࡓ࠸᪉ྥࡀ࡞࠿࡞࠿⌮ゎ࡛ࡁ࡞࠸࡜ࡇࢁࡀ࠶
ࡿ  ࣭ዪᛶ࣮࣒࣍࣊ࣝࣃ࣮ࢆ୍ே࡛ὴ㐵ࡍࡿࡇ࡜ࡀᚰ㓄ࡉࢀࡿࡀࠊேὴ㐵࡛ࡁࡿࡼ࠺࡞ไᗘࡀ
࡞࠸
۵ၥ㢟ព㆑ࡢపࡉ
࣭ᮏேࡢẼᣢࡕࢆᑛ㔜ࡍࡿ࡜㞴ࡋ࠸࡜ࡇࢁࡀ࠶ࡾࠊᑐᛂ࡟ᅔࡿ  ࣭ᮏேࡀ͆⮬Ꮿ࡛௒ࡲ࡛እฟ
ࡏࡎ࡟㐣ࡈࡋ࡚࠸ࡓࡇ࡜ࡀࠊࡈᮏேࡢ⏕άࡢ୰࡛ఱࡢⱞࡶ࡞ࡃࠊࡑࡢேࡽࡋࡃ㐣ࡈࡋ࡚࠸ࡓ͇ሙ
ྜࠊᯝࡓࡋ࡚͆ᘬࡁࡇࡶࡾ͇࡜ᤊ࠼ࡓ᪉ࡀⰋ࠸ࡢ࠿␲ၥ
࣭ඹຓព㆑ࡢపୗ  ࣭ᐙ᪘ࡀ࠸࡚ࡶ࠿࠿ࢃࡽ࡞࠸㸦ࢿࢢࣞࢡࢺ㸧
࣭ᮏேࡢၥ㢟ព㆑ࡢ࡞ࡉ  ࣭ࡦࡁࡇࡶࡗ࡚࠸ࡿᮏே࡟♫఍᚟ᖐࡢពᚿࡀⷧ࠸
ەᑐ⟇ ۵ᐙ᪘ᨭ᥼  ۵ᑓ㛛ᐙ࡟ࡼࡿᨭ᥼  ۵⾜ᨻ࡟ࡼࡿᨭ᥼
⾲ 㻞㻌 ㈋ᅔ䛻㛵䛩䜛㉁ၥ㡯┠㻌 ⮬⏤グ㏙䛾ศ㢮㻌
ە཰ධࡀᖺ㔠ࡢࡳ  ە↓ᖺ㔠  ەാࡁᡭࡀ࠸࡞࠸  ەᮏேࡀാ࠿࡞࠸  ەᮏேࡀ㔠㖹⟶⌮࡛ࡁ࡞࠸
ەᮏேࡢᾉ㈝  ە೉㔠  ە⏕άಖㆤ  ە༢㌟ࡢ㞀ᐖ⪅  ە㞀ᐖ⪅ࡢぶ࡜ᑠࡉ࠸Ꮚ࡝ࡶࡢୡᖏ
ەᖺ㔠཰ධࡢࡳࡢ㞀ᐖ⪅  ەᏊ࡝ࡶࡀぶࡢᖺ㔠ࢆ౑࠸㎸ࡴ  ەᐙ᪘ࡀ༠ຊ࡛ࡁ࡞࠸
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㻌
⾲ 㻟㻌 ㈋ᅔၥ㢟䜈䛾ㄢ㢟䛻㛵䛩䜛㉁ၥ㡯┠㻌 ⮬⏤グ㏙䛾ศ㢮㻌
ە㈋ᅔࡢཎᅉ

۵㈋ᅔࡣᖺ㔠⏕ά⪅࡟㈋ᅔࡀከ࠸
࣭⏕άಖㆤཷ⤥⪅ࡼࡾཷ⤥࡛ࡁ࡞࠸ே㸦ᖺ㔠⏕ά⪅➼㸧ࡢ᪉ࡀ㈋ᅔ  ࣭ࢠࣜࢠ࡛ࣜ⏕άಖㆤࢆ
ཷ⤥࡛ࡁࡎࠊ⏕άࢆษࡾワࡵ࡚࠸ࡿࠋࡇࡢ᱁ᕪࢆ࡝࠺࡟࠿࡛ࡁ࡞࠸࠿  ࣭ᖺ㔠ࡣᑡ࡞࠸ࡀࠊ⏕
άಖㆤࢆཷࡅࡿ᮲௳࡟ࡣ‶ࡓ࡞࠸ࠊࢠࣜࢠࣜࡢẁ㝵ࡢேࡢ᪉ࡀ㈋ᅔ࡜ឤࡌࡿ
۵ᮏேࡢၥ㢟
࣭ࡑࡢ≧ἣ࡟័ࢀࠊᅔࡗ࡚࠸࡞࠸  ࣭ാࡅࡿࡢ࡟ാ࠿࡞࠸
۵ᐙ᪘ࡢၥ㢟
࣭Ꮚ࡝ࡶ⏕యࡶ⤒῭ⓗ࡟వ⿱ࡀ࡞ࡃࠊぶࢆ᥼ຓ࡛ࡁ࡞࠸  ࣭ᐙ᪘ࡀ㞀ᐖᖺ㔠ࢆᛮ࠸㏻ࡾ౑ࡗ࡚
ࡋࡲ࠺
۵࢖ࣥࣇ࢛࣮࣐ࣝࢧ࣮ࣅࢫࡢ୙㊊
࣭࣎ࣛࣥࢸ࢕࢔࡞࡝ࡢ௙⤌ࡳࡀ࡞࠸  ࣭ඹຓព㆑ࡢపୗ
ە་⒪࣭ࢧ࣮ࣅࢫ
࡞࡝ࡀ༑ศ฼⏝࡛
ࡁ࡞࠸
࣭ᚲせ࡞ࢧ࣮ࣅࢫࡀཷࡅࡽࢀࡎࠊ᭱ప㝈ࡢ⏕άࡍࡽಖ㞀ࡉࢀ࡞࠸
࣭ᚲせ࡞ࢧ࣮ࣅࢫࢆཷࡅࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁ࡞ࡃ࡞ࡾࠊ௓ㆤ⪅࣭ᮏே࡜ඹಽࢀࡋ࡚ࡋࡲ࠺
࣭་⒪⾜Ⅽࡀᚲせ࡟࡞ࡗࡓ࡜ࡁࠊ༑ศ࡟἞⒪ࢆཷࡅࡽࢀ࡞࠸ሙྜࡀ࠶ࡿ
ەᚲせ࡞᪋⟇࣭ࢧ
࣮ࣅࢫ࡞࡝

࣭ᆅᇦࡢ༠ຊࡔࡅ࡛࡞ࡃࠊබⓗࢧ࣮ࣅࢫࡸゼၥ࣊ࣃ࣮ࠊẸ⏕ጤဨά⏝ࢆᰂ㌾࡟⾜࠸ࠊ⏕ά⟶⌮ࢆぢ
Ᏺࡿ࣭ᨭ᥼  ࣭⮬ᕫ㈐௵࡛ࡣ࡞ࡃࠊᨻ἞ⓗㄢ㢟࡜ࡋ࡚ᤊ࠼ࡿ࡭ࡁ
࣭㈋ᅔࡢ㐃㙐ࢆ᩿ࡕษࡿࡓࡵ࡟ࡣࠊᏊ࡝ࡶ࡬ࡢᩍ⫱࣭ዡᏛ㔠ࡢ඘ᐇ࡞࡝ࠊᡂேᐙᗞ࡟࠾࠸࡚ࡣࠊ
ᑵᴗᨭ᥼࡞࡝ࠊ⏕ಖ࡟㢗ࡽ࡞࠸⏕ィࡢᡭຓࡅࡀᚲせ
ەࡑࡢ௚

࣭⌮᝿࡜⌧ᐇࡣ㞴ࡋࡃࠊᑐᛂ࡟ⱞᡓࡍࡿ  ᮏᙜ࡟᥼ຓࢆཷࡅࡿ࡭ࡁேࡓࡕࡀ᥼ຓࢆཷࡅࡽ࡞࠸࡛
࠸ࡿᐇែ㸦௓ධ࡛ࡁ࡞࠸࣭Ⓨぢࡉࢀ࡞࠸➼࡛᥼ຓ࡟⤖ࡧࡘࡅࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁ࡞࠸㸧ࡀ࠶ࡿ  ࣭㈋ᅔ
ࡢᐃ⩏ࡣ㞴ࡋ࠸㸦ಶࠎࡢ⪃࠼᪉ࠊ⏕ࡁ࡚ࡁࡓṔྐࡲ࡛㐳ࡿ㸧
㻌
⾲ 㻠㻌 ⹢ᚅ䛻㛵䛩䜛㉁ၥ㡯┠㻌 ⮬⏤グ㏙䛾ศ㢮㻌
ە⹢ᚅࡀ㉳
ࡇࡿཎᅉ

۵ᐙ᪘ࡢ㈇ᢸ
࣭௓ㆤࡍࡿഃ࡟⢭⚄ⓗ࡞వ⿱ࡀ࡞࠸࡜ࠊ⹢ᚅ࡟⧚ࡀࡿ  ୍࣭⏕ᠱ࿨௓ㆤࡋ࡚࠸ࡿࡶࡢࡢࠊ⑂ປࡸࢫࢺ
ࣞࢫ࠿ࡽ⹢ᚅ࡟⧚ࡀࡾࠊ௓ㆤ⪅ഃࡣࡑࡢព㆑ࡣ࡞ࡃࠊ㠀ពᅗⓗ࡞⾜Ⅽ࡟ࡼࡿࡶࡢࡀ⤖ᯝ࡜ࡋ࡚⹢ᚅ࡟⧚
ࡀࡗ࡚ࡋࡲ࠺ࡇ࡜ࡶ࠶ࡿ  ࣭⹢ᚅࡍࡿഃࡀ㐣ᗘࡢࢫࢺࣞࢫࢆᢪ࠼࡚࠸ࡿࡇ࡜ࡀከ࠸
۵ᐙ᪘ࡢ☜ᇳ
࣭⏕άṔ࡟኱ࡁࡃ㛵ಀࡀ࠶ࡿ࡜ᛮࢃࢀࡿ  ࣭㧗㱋⪅⹢ᚅ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊᐙ᪘㛫ࡢ㛗࠸㛫ࡢ࠿࠿ࢃࡾ᪉࡟
ࡶཎᅉࡀ࠶ࡿ  ࣭㧗㱋⪅ࡢ୰࡟ࡣࠊᐙ᪘㛵ಀࠊ≉࡟᎑ጡ㛫࡞࡝࡛㛵ಀࡀᝏ࠸ᐙᗞ࡛ࡣᚰ⌮ⓗ⹢ᚅࡀᑡ
࡞ࡃ࡞࠸
ەᑐᛂࡢ㞴
ࡋࡉ

۵⹢ᚅࡍࡿഃ࡟⮬ぬࡀ࡞࠸
۵ᐙ᪘㛫ࡢၥ㢟࡬ࡢ௓ධࡣ㞴ࡋ࠸
࣭ᐙ᪘㛵ಀࡢ୰࡟ධࡾ㎸ࢇ࡛࠸ࡃࡇ࡜ࡣ㞴ࡋ࠸  ࣭ᐙᗞෆࡢࡇ࡜ࡣࣉࣛ࢖ࣂࢩ࣮ࡢⅬ࠿ࡽ௓ධࡀ㞴ࡋ
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࠸
࠸ࡋ㞴ࡀุ᩿ࡢ࠿ྰ࠿ᚅ⹢۵
࠸ࡋ㞴ࡀุ᩿ࡢ࡜Ⅽ⾜ᚅ⹢ࠊࡾ࡞␗࡜ᚅ⹢ⓗయ㌟ࠊࡣྲྀᦢⓗ῭⤒࣭ຊ༠㠀࣭Რᨺㆤ௓࣭ゝᭀ࣭
ࡿࡍ㌉㌋࡟ุ᩿ࠊ࠿ྰ࠿ࡢࡶࡁ࡭ࡿࡍ್࡟ሗ㏻࣭  㔜୍⣬ࡣࡅࡘࡋ࡜ᚅ⹢࣭
ࡿ࠶ࡶᗞᐙࡿ࠸࡚ࡋㆤ௓࿨ᠱ⏕୍ࡣ࡚ࡋ࡜᪘ᐙࠊࡶ࡛ᚅ⹢ࡤࢀぢࡽ࠿ഐ࣭
࠸ࡋ㞴ࡀᥱᢕែᐇ۵
ࡣ࡛ࡽ࠿እ࠿࡞࠿࡞ࠊࡣᚅ⹢ࡢ࡬⪅㱋㧗࣭  ࠸ࡋ㞴ࡣᥱᢕែᐇࠊࡃከࡀྜሙ࠸ࡽ࡙࠼ッࡣࡽ࠿ேᮏ࣭
࠸ࡃ࡟ࡅࡘぢࡣᚅ⹢ࡿࡼ࡟ⴥゝ࣭  ࡉࡋ㞴ࡢ⩏ᐃࡢᚅ⹢࣭  ࠸ࡽ࡙ࡾ࠿ࢃ
௚ࡢࡑ۵
࡚ࡗࡼ࡟ᛂᑐ࣭  ࠸࡞ࢀࡁࡋ᥼ᨭࠊࡾ࠶ࡶ࡜ࡇ࡞ⓗ㖹㔠ࡶ࡚ࡃࡓࡾධ࡟᥼ᨭࠊྜሙࡿ࠶ࡀᲠᨺㆤ௓࣭
ࡽࡓࡋᛂᑐ࠺࡝ࠊࡁ࡜ࡓࡋࢃࡃฟ࡟㠃ሙࡢᚅ⹢࣭  ࠸ࡋ㞴ࠊࡾ࠶ࡶ࡜ࡇ࠺ࡲࡋ࡚ࢀᔂࡀಀ㛵㢗ಙࠊࡣ
ά⏕ࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡾࡼ࡟⪅ㆤ௓࡞㏆㌟ࡀᚅ⹢࣭  ࠸ࡋ࡯࡚ࡋᛂᑐ࡟ᨻ⾜࡜ࡗࡶ࣭  㸽࠿࠸ࡼ
࠺ᛮ࡜࠿ࡢ࠸࡞࠿ࡋࡃ࠸࡚ぢࢆᏊᵝࠊࡎࡁ࡛ࡶ࡜ࡇࡍ㞳ࡁᘬ࡜ࡿ࠼⪃ࢆ
⟇ᑐە

ᛂᑐ࣭ぢⓎᮇ᪩۵
᥼ᨭࡢ࡬⪅ㆤ௓۵
ᦠ㐃۵
௚ࡢࡑ۵
ࡿ࠶ࡀせᚲࡿྲྀࡁ⫈࡚ࡅ࠿ࢆ㛫᫬࣭  ࠺ᛮ࡜࠸ከࡣேࡿ࠸࡛ࢇᝎࠊࡃ࡞ࡀࢁࡇ࡜ࡿࡍㄯ┦࣭
࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸ࡼ࡜ࡿ࠶ࡀཱྀ❆ㄯ┦ࠊ࡚࠸ࡘ࡟㢟ၥࡢෆᗞᐙ࣭
㻌㢮ศ䛾㏙グ⏤⮬䜛䛩㛵䛻㢟ㄢ♴⚟䚸㢟ㄢά⏕䚸㢟ㄢ䛾㛫⊃䛾ᗘไ 㻌㻡 ⾲
ಖㆤ௓ࡀ㌟⮬⪅⏝฼ࠐ
ࡋゎ⌮ࡃࡋṇࢆᗘไ㝤
࠸࡞࠸࡚

㢗౫ࢆ࡜ࡇ࡞ࠎⰍࡶᚋⅭ⾜⣙ዎ࣭  ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ▱ㄆ࡚࠸ࡘ࡟ࢫࣅ࣮ࢧᐜෆࡢ㝤ಖㆤ௓࣭
࠸࡞ࡁ࡛ゎ⌮࠿࡞࠿࡞ࡣ⪅⏝฼ࢆ஦௙࠸࡞ࡁ࡛ࡀ࣮ࣃ࣒࣮࣭ࣝ࣊࣍  ࠺ࡲࡋ࡚ࢀࡉ
ࡶ࡛ఱࠊࡃࡋ㞴࠿࡞࠿࡞ࡀ࡜ࡇ࠺ࡽࡶ࡚ࡋゎ⌮࡝࡞࡜ࡇ࠸࡞ࡁ࡛ࠊ࡜ࡇࡿࡁ࡛࡛㝤ಖㆤ௓࣭
ࡤࡋࡶ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡗࡲࡋ࡚ࡗᛣࡀࡃ㡬࡚ࡏࡉ᫂ㄝࠊࡃከࡀேࡿ࠸࡚࠼⪃࡜ࡿ࠼ࡽࡶ࡚ࡗࡸ
ࠋࡿ࠶ࡤࡋ
▱ㄆࡢᗘไ㝤ಖㆤ௓ۑ
ࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜᫕᭕ࡀ
࠸࡞࠸࡚ࡋゎ⌮ࢆᐜෆࡢຓ᥼ά⏕࣭
᮶ᮏ࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍ۑ
ከࡢᮃせࡢእ௨ົᴗࡢ
ࡉ
ࠖᡭ┦ヰࠕࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡃᙉࡶ࡛୰ࡢࡑࠊࡃከࡀ᪉ࡢᒃ⊂࣭
ࡿ࠸࡚ࡗᛮ࡜ࡔ፬ᨻᐙࢆ࣮ࣃ࣒࣮࣭ࣝ࣊࣍
㞴ࡿࡍ⾜ඛࡀࣥࣛࣉۑ
ࡉࡋ

⪅⏝฼࡚ࡋຍ㏣࡟ࣥࣛࣉࡣࡓࡲ᭦ኚࣥࣛࣉࠊ࠼ఏ࡟࣮ࣕࢪࢿ࣐࢔ࢣࡣࡁ࡜ࡿࡍࢆື⾜࠿ఱ࣭
ᒃ⊂࣭  ࠸࡞ࡽ࠿ࢃࡣ࡟⪅⏝฼ࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࡁ࡛࡚࠸㝖ࢆྜሙࡢᛴ⥭ࠊࡤࢀࡅ࡞ᚓࢆពྠ࡟
ࡁ࡛ࡣ࡛㝤ಖㆤ௓ࡣᡭ┦ヰࠋࠖᡭ┦ヰࠕࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡃᙉࡶ࡛୰ࡢࡑࠊࡃከࡀ᪉ࡢ
ࠋࡿࢀࢃゝࡃࡼ࡜ࠖࡡࡢ࠸࡞࠼ࡽࡶ࡚ࡗࡸࡣ࡜ࡇ࠸ࡋḧ࡚ࡋࡀࡕࡗࡇࠕࡶ࡚࠼ఏࢆ࡜ࡇ࠸࡞
ᐖᘢࡿࡼ࡟ṇᨵᗘไۑ

᥼ά⏕࣭  ࡿ࠸ࡀ᪉ࡓࡗ࡞ࡃࡋ㞴ࡀ౪ᥦࡢࢫࣅ࣮ࢧࠊࡾ࡞ࡃ▷ࡀ㛫᫬ࡿࡍᑐ࡟ຓ᥼ά⏕࣭
ࡗ⿵࡚ࡗ౑ࢆ㈝⮬࡛ᖏୡ⪅㱋㧗ࡀࡿ࠸࡚ࡋไつࡃࡋཝ࡛ᗘไ࣭  ࠸ࡋḧ࡚ࡋࢆࡋ┤ぢࡢຓ
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࠸ከࡀࢁࡇ࡜ࡿ࠸࡚
࡞࡟≅≛࡛୰ࡢᗘไۑ
⪅⏝฼ࡿ࠸࡚ࡗ

ࡼ࡟࡜ࡇࡿධࡀ࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍ࠊ࠿ࢁࡇ࡝ࡘ❧࡟ᙺࡢࢇࡉ⪅⏝฼ࡣ࡛ࢀࡇ࡚ࡂࡍከࡀ⣙ไ࣭
ࢀࡑࠊࡀ࠸ࡃ࡟ࡾࡸࡀ஦௙ࡶ࣮ࣃ࣒࣮࣭ࣝ࣊࣍  ≧⌧ࡀࡢࡿ࠸࡚࠼ቑࡀᢸ㈇࡚ࡗ࠼࠿࡚ࡗ
ࡇࠊࡃࡋᛁศࡓࡗ࡞ࡃ▷ࡀ㛫᫬ࠊྜሙࡢຓ᥼ά⏕࣭  ࠸ከࡣኌࡢ‶୙ࡢ⪅⏝฼࡚ࡋቑࡶ࡟
ࡁ࡛ࡀᗘᨭࡢ஦㣗ࡢ᪉ࡿ࠶ࡢᗘㆤ௓ࠊࡵࡓࡢ⦰▷㛫᫬ࡢຓ᥼ά⏕࣭  ࠺ᛮ࡜࠿ࡢ࠸Ⰻ࡛ࢀ
ไつ࡟ᐜෆࢫࣅ࣮ࢧຓ᥼ά⏕࣭ࠋ  ࡿ࡞࡟ࡅࡔࡿ࡭୪ࢆࡎ࠿࠾ࡢ࠸ྜ᮶ฟࡢ࣮ࣃ࣮ࢫࠊࡎ
ⓗᖖ᪥࡟ᙜᮏ࣭  ࠸ከࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆ࠸ᛮ࠸ࡺࡀṑࠊࡎࡁ࡛ࡶ࡚ࡃࡓ࡭ࡢࡋࡉࢆᡭࠊࡃከࡀ
ཝࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ࡝࡞⌮⟶ά⏕㣗ࡸົᴗゝຓ࣭ㄯ┦࡛⦰▷㛫᫬ࠊ࡚ࡗ࡜࡟⪅⏝฼࡞㞴ᅔ஦ᐙ࡟
ࠊࡃࡋ㞴࡟≉ࡣຓ᥼ά⏕ࠋࡿࡂࡍከࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࡁ࡛ᛂᑐ࡛୰ࡢ㝤ಖㆤ௓࣭  ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡋ
ᒃྠ࡟༢࣭  ࠸࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵࡣ࡚ᙜࡶ࡟ேࡢ࡝ࢆࢫࣅ࣮ࢧࡢ㝈ప᭱࡟ࡢࡃ࠸࡚ࡋά⏕
ࡿ࠸ࡶ᪉࠸࡞࠸࡚ࢀ㏦ࡀά⏕ࡢ࡛ቃ⎔࠸ࡋࡽ㛫ேࡣ࡛ࡅࡔ࠺࠸࡜ࡿ࠶ࡀ᪘ᐙ
ാ࡛୰ࡢ௳᮲࠸ࡋཝۑ
࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍ࡃ
࠺ࡼ࠺࡞ᦆࡶᗣ೺ࡢ࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍ࠊࡃከࡀᐙ࡞࠺ࡼࡢᩜᒇ࣑ࢦ࡟ᙜᮏࡣ㝖ᤲࡢຓ᥼ά⏕࣭
࡞ࡃከࡀ᥼ᨭࡿࢃ㛵࡟ά⏕ࠊྜሙࡢㆤ௓ၥゼ࣭  ࠸పࡀᩘⅬࡢຓ᥼ά⏕࣭  ࠸ከࡀᐙ࡞
࠸ࡋ㞴ࡀ࡜ࡇࡿࡍู༊ࢆά⏕࡜య㌟ࠋ࠸ࡋ㞴ࡀ᥼ᨭࡵࡓࡿࡂࡍࡾ࠶ࡀ㝈ไࠊࡀࡿ
ࡿࡍᑐ࡟⪅ᐖ㞀⚄⢭۵
ࢀ㐜ࡢไయࢺ࣮࣏ࢧ
ၥ࠸࡞ࢀࡁࡅཷ࡛㠃࡞ⓗ㖹㔠ࡶ࡜ࡃࡓࡋᛂᑐࠋ࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡣไయࢀධࡅཷࡢ⪅ᐖ㞀⚄⢭࣭
ࡼࡢ࡝࡛๭ᙺ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡀㄡࠋࡿࡌឤࢆࢀ㐜ࡢไయࢺ࣮࣏ࢧࡿࡍᑐ࡟⪅ᐖ㞀࣭  ࠸ከࡶ㢟
ࡿ࠶ࡀ࡜ࡇࡿࡍ៖ⱞ࡟ᛂᑐࠊࡃᙅࡀࢁࡇ࡜ࡓࡗ࠸࡜࡛ᢸศ௵㈐࡞࠺
♫ࡢ࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍۵
ࡉపࡢ఩ᆅⓗ఍

་ࡀ࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࢃゝ࡜ᦠ㐃ࡢ࡜⫋㛛ᑓࡢ௚ࡢࡑࠊ࣮ࣕࢪࢿ࣐࢔ࢣࠊ⒪་࣭
ⓗ఍♫ࡢ࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍ࡔࡲࡔࡲࠋࡿࡃ࡚ࡗ㏉ࡀⓎ཯࡜ࡍ⏦ࡢࡶ᥋┤࡟࣮ࣕࢪࢿ࣐࢔ࢣࡸ⪅
ࡌឤࢆࡾࡓ㝸࡟㆑ㄆࡢሙ⌧࡜㸧๭ᙺ㸦఩ᆅࡢဨㆤ௓ၥゼ࣭  ᛕṧࡣ≧⌧࠺࠸࡜࠸పࡀ఩ᆅ
ࡀⓗ┠ࡣ࡜ࠖ፬ᨻᐙࠕࠊࡀ࠺ᛮ࡜ࡿ࠶ࡀ㢟ၥࡶ࡟⛠ྡ࠺࠸࡜࣮ࠖࣃ࣒࣮࣒࣮ࣝ࣊࣍࣍ࠕࠋࡿ
ࡿࡌឤࢆၥ␲࡟᪉ࡾࡸࡢᨻ⾜ࠊࡁࡘ࡟ࢫࣅ࣮ࢧࡿ࡞␗
ࡵồࡢồㄳࡢศ㐣㉸۵
ࡉࡃ࡟
ࡍ㐣㉸㛫᫬㸱㹼㸰ࢆ㛫᫬ࠊྜሙࡓࡗධࡀࢫࣅ࣮ࢧࡢデཷ࡟ᖏୡࡿ࠸࡚ࡋά⏕࡛፬ኵ⪅㱋㧗࣭
ࡋ㞴ࡀ࡜ࡇࡿࡵồࢆồㄳࡢ㈝ᐇࡢศ㐣㉸࡟᪉ࡢᖏୡࡢㆤಖά⏕࡟≉ࠋ࠸ከࡀ࡜ࡇࡿ
᪉ࡢ᥼ᨭせࠖᡭ┦ヰ࠾ࠕࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡃᙉࡶ࡛୰ࡢࡑࠊࡃከࡀ᪉ࡢᒃ⊂࣭  ࠋ࠸
ࡾࡃࡗࡺ࠿࡞࠿࡞ࠊࢀࢃ㏣࡟஦௙࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡽࡸࠊ࡛ࡢ࠸࡞ࢀධ࠿ࡋ㛫᫬㸯ࡓࡗࡓࡣ
࡚ࡋ࣮ࣂ࣮࢜ࢆ㛫᫬࡛࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࡀ࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍ࡢ࡝ࢇ࡜࡯ࠊࡎࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡃ⪺ࢆヰ࠾
ㄳࡢ㈝ᐇࡣ࡛ά⏕㔠ᖺࠊࡀ࠸࡞ࡽࡲ཰ࡣ࡛ෆᯟࡢ㝤ಖㆤ௓࣭  ࠋࡿ࠸࡚ࡗᖐ࡚࠸⪺ࢆヰ࠾
ࡿ࠶ࡀࢫ࣮ࢣ࠸࡞ࡁ࡛ồㄳࡶ࡚ࡗ࡞࡜㛗ᘏ㛫᫬ࡵࡓ࠸ࡃ࡟ࡁ࡛ࡶồ
㢟ㄢࡢᖏᆅ㛫ᒣ۵

㞳㊥ࠊࡣ࡛ᡤᴗ஦ࡢᆅ㛫ᒣ࣭  ࡿ࠶ࡀ࡜ࡇ࡞ኚ኱ࡶ࡛㠃㌿㐠ࠊࡃ᪩ࡀࢀᬽ᪥ࡣᖏᆅ㛫ᒣ࣭
ࡉ㝈ไࡣࡓࡲࠊ㸧➼ࣁࣜၥゼ㸦࠸࡞ࡁ࡛⏝฼ࡶࢫࣅ࣮ࢧ௚࣭ࢫࣅ࣮ࢧ㣗㓄࠿ࡢࡿ࠶ࡶ࡜ࡇࡢ
ࡿ࠶ࡀ౽୙࡟ά⏕ᖖ᪥ࠊࡾῶࡀᗑ኎ᑠࡓࡗ࠶࡟ᇦᆅࠋࡿ࠶ࡀࢫ࣮ࢣࡿࢀ
ᕪ᱁ࡢయ἞⮬۵

య἞⮬ࠊ࠸࡞ࡁ࡛⏝฼ࢆࢫࣅ࣮ࢧࡶ᪉ࡢ⪅⏝฼ࠊࡋ࠸࡞ࡁ࡛౪ᥦࡾ㏻⏬ィࢆࢫࣅ࣮ࢧㆤ௓࣭
࡜ࡔែ≧ࣝ࣋ࣞࡌྠ࣭  ࠺ᛮ࡜ࡿ࠶࡛㢟ၥࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶ࡀᕪ᱁࡟ᩱ㝤ಖ࡜ࢫࣅ࣮ࢧ࡛
࠸㐪ࡀุ᩿ࡢᐃㄆࡾࡼ࡟⏫࣭ᕷࡿ࠸࡛ࢇఫࡶ࡛ែ≧ࡿຎࡀ࠿ࡽࡕ࡝ࡓࡲࠊ࠺ᛮ
㻌
